
自
家

和
合

性
ニ

ホ
ン

ナ
シ

新
品

種
の
育
成
に
関
す
る
研
究

田
辺
賢
二
＊
・
田
村
文
男

＊
・
板
井
章
浩
＊

緒
言

　
‘
二

十
世

紀
’

は
1888年

に
偶
発
実
生
と
し
て
発
見
さ
れ
，

1898年
に
命
名
さ
れ
て
以
来
現
在
ま
で
約
100年

の
間

ニ
ホ

ン
ナ
シ
の
主
要
な
晶

種
と

し
て

栽
培

さ
れ

て
き

た
。

さ
ら

に
大

正
時

代
以

降
の

系
統

的
な

育
種

の
親

品
種

と
し

て

用
い
ら
れ
て
お
り
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
な
ど
を
代
表
と
す
る
現

在
の

主
要

品
種

は
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

‘
二

十
世

紀
’

の
血

を
受
け
継
い
だ
品
種

で
あ

る
（

梶
浦

・
佐

藤
，

1991）
。

こ
の

よ
う

に
‘

二
十

世
紀

’
が

栽
培

品
種

と
し

て
ま

た

遺
伝

資
源
と
し
て
ニ
ホ
ン
ナ
シ

の
中

で
重

要
な

位
置

を
占

め
て

い
る

原
因

は
，

歯
触

り
の

良
い

特
有

の
肉

質
と

糖
・

酸

の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
味
，

さ
ら

に
は

美
し

い
外

観
に

代
表

さ
れ
る

よ
う

な
優

れ
た

果
実

品
質

が
あ

げ
ら

れ
る

。
ま

た

‘
二

十
世
紀
’
は
極
め
て
豊

産
性

で
あ

り
，

収
量

が
安

定
し

て
い

る
こ

と
並

び
に

中
生

品
種

の
な

か
で

は
最

も
日

持
ち

が
良
い
と

い
う

栽
培

と
流
通
の
面
に
お
い
て
も
優
れ
た
品
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら

‘
二
十
世
紀
’
は
唯
一
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
く
だ
も
の
と
し
て
高
い

評
価

を
得

て
い

る
。

　
し

か
し
な
が
ら
‘
二
十
世
紀

’
は

黒
斑

病
に

罹
病

性
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
年

間
20回

に
も

お
よ

ぶ
薬

剤
散

布
を

必
要

と
す

る
と
い
う
欠
点
も
合
わ

せ
持

っ
て

い
る

。
一

方
，

‘
幸

水
’

と
豊

水
’

は
い

ず
れ

も
黒

斑
病

抵
抗

性
で

あ
る

が
，

前
者

は
収
量
が
極
め
て
不
安

定
で

あ
る

こ
と

，
後

者
は

糖
度

の
年

次
差

・
園

地
差

が
著

し
い

と
い

う
難

点
を

抱
え

て
い

る
（

田
辺
，
1991）

。
さ

ら
に

近
年

育
成

さ
れ

た
ニ

ホ
ン

ナ
シ

品
種

は
ほ

と
ん

ど
が

‘
幸

水
’

と
‘

豊
水

’
を

親
品

種

と
し

て
い
る
も
の
の
，
こ

れ
ら

を
越

す
よ

う
な

品
種

は
育

成
さ

れ
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
以

上
の

点
に

加
え

ニ

ホ
ン

ナ
シ
は
自
家
不
和
合
性

で
あ

る
た

め
，

人
工

授
粉

に
多

く
の
労

力
を

必
要

と
し

，
個

々
の

栽
培

者
の

面
積

の
拡

大

が
妨

げ
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら

に
近

年
の

ナ
シ

栽
培

者
の

高
齢

化
に

と
も

な
い

主
産

地
で

あ
る

鳥
取

県
に

お
い

て
も

‘
二

十
世

紀
’
を
含
め
た
ニ
ホ
ン
ナ

シ
の

栽
培

面
積

は
減

少
し

つ
つ

あ
る

。
そ

の
た

め
前

述
の

よ
う

な
問

題
を

解
消

す
る

新

し
い
品
種
へ
の
転
換
が
ナ
シ
産
地
の
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る

。

　
‘

お
さ
二
十
世
紀
’
は
鳥
取

県
泊

村
の

長
昭

信
氏

園
で

発
見

さ
れ

た
‘

二
十

世
紀

’
の

枝
変

わ
り

で
あ

り
ニ

ホ
ン

ナ

シ
の

中
で
唯
一
自
家
和
合
性

を
有

す
る

品
種

で
あ

る
。

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

は
花

柱
部

に
突

然
変

異
が

生
じ

た
た

め
に

自
家

和
合
性
を
獲
得
し
た
も

の
と

思
わ

れ
（

町
田

ら
1985）

，
果
実

等
の

形
質

は
‘

二
十

世
紀

’
と

全
く

変
わ

り
が

な

い
。

さ
ら
に
，
‘
お
さ
二
十

世
紀

’
の

持
っ

自
家

和
合

性
は

後
代

に
も

遺
伝

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

貴
重

な
遺
伝
資
源
と
い
え
る

。
一

方
，

黒
斑

病
に

対
す

る
抵

抗
性

・
罹

病
性

を
決

定
す

る
遺

伝
は

一
対

の
主

遣
伝

子
が

関
与

し
て
お
り
，
罹
病
性

が
優

性
，

抵
抗

性
が

劣
性

形
質

で
あ

る
こ

と
，

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

は
‘

二
十

世
紀

’
と

同

様
ヘ

テ
ロ
個
体
で
あ
る
こ
と
が

知
ら

れ
て

い
る

（
小

崎
，

1973）
。

従
っ

て
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
を

育
種

親
と

す
れ

ば

自
家
和

合
性
と
黒
斑
病
抵
抗

性
を
合
わ
せ
持
っ
ニ
ホ
ン
ナ
シ
系
統
が

育
成

で
き

る
。

・
鳥
取

大
学

農
学

部
生

物
生

産
学

講
座

園
芸

学
分

野

一
5
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こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら

著
者

ら
は

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

を
育

種
親

と
し

て
自

家
和

合
性

・
黒

斑
病

抵
抗

性
を

有
す

る

ニ
ホ
ン
ナ
シ
系
統

の
育

成
を

昭
和

54年
よ

り
進

め
そ

の
過

程
で

得
ら

れ
た

知
見

を
前

報
（

1991）
で

報
告

し
た

。

　
そ
の
後
著
者
ら
は

前
述

の
よ

う
な

問
題

を
解

決
で

き
る

新
た

な
ニ

ホ
ン

ナ
シ

品
種

の
育

成
を

目
指

し
主

に
果

実
品

質

の
面
か
ら
こ
れ
ら
の

系
統

の
選

抜
を

進
め

，
有

望
な

系
統

に
っ

い
て

は
品

種
登

録
を

行
い

公
表

し
た

。
一

方
，

遺
伝

資

源
と
し
て
こ
れ
ら

の
系
統
を
評
価
す
る
た
め
不
和
合
性
因
子

と
糖

蓄
積

機
構

に
つ

い
て

検
討

を
加

え
て

き
た

。
本

報
は

・

こ
れ
ら
の
成
果
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

㍉萎

き

　

曙

一
60一



第
1
章

　
有
望
系
統
の
生
育
な
ら
び
に
果
実
の
特
性

　
著
者
ら

（
1991）

の
研
究
に
よ
り
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
母
・
父
本
と
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
交
雑
第
1代

の
系
統
の

中
に

は
既
存
の
品
種
に
は
な

い
黒

斑
病

抵
抗

性
で

し
か

も
自

家
和
合

性
と

い
う

優
れ

た
形

質
を

持
っ

系
統

が
多

数
見

い

だ
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が

ら
，

生
育

や
果

実
の

特
性

の
詳

細
は

明
ら

か
に

な
っ

て
お

ら
ず

，
今

後
品

種
と

し
て

実

用
化

し
て

ゆ
く

」
二

で
こ

れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

。

　
本

章
で
は
，
各
系
統
の
果

実
品

質
と

樹
体

生
育

と
を

既
存

の
品
種

と
比

較
し

，
実

用
性

を
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り

最

終
的

な
選

抜
を

行
な

お
う

と
し
た
。

第
1
節
果
実
の
特
性
に
よ
る
有
望
系
統
の
選
抜

1
　
材
料
及

び
方

法

　
鳥

取
大
学
農
学
部
附
属

農
場

並
び

に
鳥

取
県

内
各

地
区

の
代

表
的

な
園

で
栽

培
さ

れ
た

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

後
代

系

統
を
供
試

し
た

。
供

試
系

統
は
全
て
黒
斑
病
抵
抗
性
で
あ
る
（

田
辺
ら
，
1991）

。
1994か

ら
96年

ま
で
の
3年

間
各

系
統
の
成

熟
期

に
果

実
を

収
穫
し
形
態
及
び
贔
質
調
査
し
た
。

食
味
調
査
は
20名

の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
っ
て
5点

法
（
51

最
も
優
れ

る
～

亙
：

最
も
劣
る
）
で
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
3年

間
に
わ
た
る
調
査
結
果
を
総
合
的
に
評
価
し
選
抜
を

行
っ
た
。

H
　
結
果

及
び

考
察

　
成
熟
期

に
収

穫
し

た
果
実
品
質
を
調
査
し
た
結
果
を
第
1表

に
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
に
食
味
が
優
れ
て
お
り

有
望
系
統

と
判

断
さ

れ
た

も
の
に
っ
い
て
は
詳
細
に
果
実
調
査

を
行
い
，
そ
の
結
果
を
第
2表

に
，
そ
れ
ら
の
代
表
的

な
外

観
を
第
1図

に
示
し
た

。
以

下
に

そ
れ

ぞ
れ

の
有

望
系

統
の
果

実
の

特
性

に
っ

い
て

調
査

し
た

結
果

を
述

べ
る

。

（
1）

TH32完
全

青
ナ

シ
の
外
観
を
持
っ
系
統
で
あ
り
，
果
面
に
サ
ビ
は
発
生
し
な
い
。
果
形
は
や
や
扁
平
で
あ
り
，

　
果

重
は
280g程

度
で
あ
っ

た
。

肉
質

は
緻

密
で

あ
り

，
糖

度
は
11度

程
度

と
青

ナ
シ

と
し

て
は

高
い

部
類

で
あ

る
。

　
自

家
和
合
性
で
は
な
い
が

，
黒

斑
病

抵
抗

性
で

あ
り

，
早

生
の

青
ナ

シ
と

し
て

有
望

な
系

統
と

思
わ

れ
る

。

（
2）

TH37　
TH32と

ほ
ぼ

同
時
期
の
完
全
青
ナ
シ
で
あ
り
，
果

重
は
360　

g程
度
と
TH32よ

り
大
果
で
あ
る
。
肉
質

　
は

緻
密
で
し
か
も
歯
触
り

が
良

く
，

糖
酸

の
バ

ラ
ン

ス
が

取
れ

て
お

り
，

　
‘

二
十

世
紀

’
に

近
い

食
味

を
示

す
。

8

　
月

下
旬

に
は

糖
度

も
11度

以
上

と
な

る
。

日
持

ち
は

室
温

で
約
7日

程
度
と
み
ら
れ
た
。
TH32と

同
様
自
家
和
合

　
性

で
は
な
い
が
，
黒
斑
病

抵
抗

性
で

あ
り

，
早

生
の

青
ナ

シ
と

し
て

有
望

な
系

統
と

思
わ

れ
る

。
こ

の
た

め
今

後
，

　
植

調
剤
の
使
用
に
よ
る
早

期
出

荷
の

可
能

性
を

調
査

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

（
3
）
T
H
　
6
　
果
色
は
青
で

あ
り
，
ほ
ぼ
円
形
の
果
形
で
あ
る
。
‘

二
十

世
紀

’
と

同
様

無
袋

栽
培

果
実

で
は

果
面

に
サ

　
ビ

を
生
じ
る
。
成
熟
期
は

‘
二

十
世

紀
’

よ
り

や
や

遅
い

と
思

わ
れ

る
。

肉
質

は
極

め
て

緻
密

で
あ

り
，

果
汁

に
富

　
ん

で
い
る
。
ま
た
，
糖
度

も
‘

二
十

世
紀

’
と

同
等

か
そ

れ
以

上
で

あ
り

，
食

味
に

優
れ

る
こ

と
か

ら
中

生
か

ら
晩

　
生

の
青
ナ
シ
と
し
て
有
望

と
思

わ
れ

る
。

今
後

果
実

袋
の

使
用

方
法

等
に

つ
い

て
の

調
査

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

一
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（
4）

TH　
9　

早
生

の
完

全
赤

ナ
シ

で
あ

り
，

‘
新

水
’

と
や

や
似

か
よ

っ
た

外
観

を
持

っ
。

果
重

は
2809前

後
と

早

　
生
と
し
て
は
中

程
度

で
あ

る
。

高
糖

度
で

し
か

も
緻

密
で

歯
触

り
の

あ
る

肉
質

を
有

し
，

早
生

系
統

の
中

で
最

も
高

　
い
食
味
と
評
価
さ
れ
た
。
有
望
な
早
生
の
赤
ナ
シ
系
統

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

植
調

剤
の

使
用

に
よ

る
早

期
｛

出
荷

・

　
果
実
肥
大
促
進
の
可
能
性
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え

ら
れ

た
。

（
5）

TH17完
全
赤
ナ
シ
で
あ
り
，
‘
豊
水
’
と
や
や

似
か
よ
っ
た
外
観
を
持
っ
が
，
果
点
が
‘
豊
水
’
よ
り
大
き
い

　
こ
と
で
判
別
が

可
能

で
あ

る
。

ま
た

，
‘

豊
水

’
と

異
な

り
果

皮
が

極
め

て
硬

い
た

め
こ

の
点

で
も

判
別

が
可

能
で

　
あ

る
。

一
方

，
果
実
の
変
形
は
少
な
く
，
種
子
数
も
8個

以
上
で
あ
る
た
め
安
定
し
た
果
形
が
得
ら
れ
る
も
の
と
判

　
断

さ
れ

た
。

果
重
は
350g程

度
と
大
き
く
，
ま
た
，
高
糖
度
で
し
か
も
緻
密
で
歯
触
り
の
あ
る
肉
質
を
有
し
，
果

　
汁
に
富
ん
で
お
り
調
査
系
統
及
び
晶
種
中
最
も
高
い
食

味
と

評
価

さ
れ

た
。

さ
ら

に
日

持
ち

も
　

‘
豊

水
’

よ
り

優
れ

第
1
－
1
表
　
各
系
統

の
果
実
品
質
（
1994～

96）

系
　

統
　

名

（
果
皮

色
）

調
査
年
月
日

果
　

　
重

　
（

9）

糖
　

　
度

（
Brix°

）
食
味
点

i
l

］l
l

》i
ぐ

…§…～｜｜》

韮冷

TH
3
2（

青
）

丁
正
｛
37
　
（

1
目
）

TH19　
（

青
）

T
H2
9
（
青

）

T
H
34
（
青

）

T
H
3（

青
）

T
fl

6（
青

）

二
十

世
紀

9
4
．
8
、
21

95
．

8、
1
8

96
．

8．
2
6

94
、
8
．
21

9
5．

8．
18

9
6．

8
．

26

9
4．

8．
31

9
5．

8．
30

9
6．

8．
26

9
4．

8．
31

9
5．

8．
30

9
6．

8
．
2
6

94、
・
8．

31

9
5
．

9
．

6

9
6．

9
．

10

94
．

9
2
5

9
5
．
9
．
6

9
6．

9
．

10

9
4．

9
．
2
5

9
5．

9
．

16

9
6．

9
．

18

94．
8．

3ユ

95
．
9
．
2

96．
8
．
29

207

228

278

303

304

360

455

334

330

287

352

330

287

260

421

267

240

261

339

355

380

329

352

330

1L3

11．
8

11．
1

12．
0

12．
8

11．
7

12．
9

1輻
4

11．
0

11．
3

1L7

11．
0

1L3

12．
3

ヱ
3．

0

12．
0

10．
3

ヱ
1．

0

13．
2

11．
6

11．
8

11，
3

11．
7

11．
0

2．
9

3．
1

2．
9

3．
0

2．
6

2．
9

3．
4

2．
3

2．
9

2．
9

1，
9

2．
1

2．
9

3．
3

2．
8

2．
4

2．
3

2．
1

3．
4

3．
3

3．
6

3．
0

3．
0

3．
0

一
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れ

て
い
る
こ
と
か
ら
最

も
有

望
な

中
生

の
赤

ナ
シ

系
統

と
考

え
ら

れ
る

。
一

方
，

成
熟

期
後

半
に

は
み

っ
症

の
発

生

　
が

認
め
ら
れ
，
特
に
ジ

ベ
レ

リ
ン

処
理

を
行

っ
た

果
実

で
顕

著
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
詳

細
な

調
査

が
必

要
と

思
わ

れ

　
る
。

　
以
上

の
点

か
ら

こ
れ

ら
の
有
望
系
統
は
い
ず
れ
も
高
い
実
用
性
が
あ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
中
で
も
TH17は

現

在
の

‘
豊
水
’
及
び
‘
幸

水
’

に
無

い
自

家
和

合
性

と
い

う
優

れ
た

形
質

を
持

ち
，

ま
た

日
持

ち
も

‘
二

十
世

紀
’

と

ほ
ぼ

同
程
度
と
優
れ
て
い

る
こ

と
，

さ
ら

に
両

贔
種

よ
り

明
ら

か
に

高
い

食
味

を
示

し
た

こ
と

か
ら

，
次

代
の

ナ
シ

産

業
を
支

え
る

最
も

有
望

な
品
種
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
今
後
高
品
質
・
高
収
量
を
目
的
と
し
た
TH17の

適
正
な
栽
培

技
術
の

開
発
と
，
栽
培
現
場
へ
の
普
及
が
望
ま
れ
る
。

第
1－

2表
　
各
系
統
の
果
実
品
質

（
1994～

96）

系
　

統
　

名

（
果
皮
色
）

調
査
年
月
日

果
　

　
重

　
（

9）

糖
　

　
度

（
Brix°

）
食
味
点

TH　
9（

赤
）

TH
17
（
赤
）

TH
42
（
赤
）

T
H　

7（
赤
）

T
H
11
（
赤
）

T
H
35
（
赤
）

幸
　

　
水

豊
　

　
水

9
4．

8．
2
1

9
5．

8
．

18

9
6．

8
．

12

9
4．

8．
3
1

9
5
．

9
．

1

9
6．

8
．

29

94
．
8．

3
1

9
5
．

9
．

1

96．
8
29

94
．

9．
25

95
．
10

、
1

96
．

9．
29

94
．
8．

2
5

95
．
10

．
1

96
．

9．
29

94
．
8．

3
1

95
．
10

．
1

96
．

9．
2
9

94
．
8．

2
1

95
．

8．
1
8

96
．

8．
12

94
．
8．

31

95
．

9
．

1

96
．

8．
2
9

198

242

295

356

32
8

349

38
0

30
8

321

38
5

34
8

41
6

39
6

4
55

32
8

48
7

6
14

3
28

3
26

3
2
5

3
06

3
5
2

341

3
7
5

15．
4

15．
1

14．
ヱ

14．
8

13．
8

13、
4

14．
0

12．
9

11．
8

12．
9

13．
6

11．
8

ヱ
4．

2

15．
1

13．
8

14．
9

13．
4

13．
8

13．
4

13．
1

12．
7

14．
0

13．
9

13．
1

3．
9

3．
4

3．
2

4．
1

4．
5

3．
9

3．
6

3．
2

2．
3

2．
9

3．
6

2．
8

3．
1

3．
9

2．
8

3．
6

3．
2

4．
1

3．
0

3．
0

3．
0

3．
0

3．
0

3．
0

一
6
3一



き
｛

蓑

多診多

第
2表

有
望

系
統
の
果
実
特
性

品
種
　
　
調
査
日

果
重

（
9
）

果
実

径
（

mm）

縦
横

果
肉

硬
度

糖
度

　
酸

度
（
ポ
ン
ド
）
　
（
Brix°

）
　
　
（
pH）

T
H　

6

T
H　

g

TH17
TH

32
TH37
新
　
水

幸
　
水

豊
　

水

二
十
世
紀

9月
20日

8
月
21
日

9月
5日

8
月
25
日

8月
25
日

8月
25日

8月
31日

9月
5日

9月
5日

35
5．

5
　

　
　

　
75．

8　
　

　
　

91．
1

2
9
0
、

1　
　

　
　

　
6
3、

5　
　
　
　
　
　
86．

3

3
5
6
．

3　
　

　
　

　
7
7．

4　
　
　
　
　
　
89．

7

27
7
．
2　

　
　
　
　
　

69．
5　

　
　
　
　
　
83．

5

361
．

4　
　

　
　
78．

0　
　

　
　

88．
7

28
6
．
5　

　
　
　
　
　

66．
5　

　
　
　
　
　
84．

0

32
8
．
0　

　
　
　
　
　

72．
6　

　
　
　
　
　
86．

2

35
2
．

0　
　

　
　

　
7
7．

2　
　
　
　
　
　
87．

7

320
．

9　
　

　
　
74．

5　
　

　
　

86．
0

1．
15

1．
23

1．
16

1．
32

1．
21

1．
35

1．
10

0．
98

120

11．
6　

　
5．

0

142　
　

4．
6

14．
8　

　
4．

9

11．
3　

　
5．

0

11．
4　

　
4．

4

14．
3　

　
4．

6

14．
4　

　
5．

1

14．
5　

　
4．

5

11．
4　

　
4、

5

品
種

果
実

の
形

　
　
　

　
有

て
い

果
果

皮
の

色
　

　
　
　
　
（
％
）

心
室
数
　
　
種
子
数

T
｝

王
6

T
Hg

T
H
1
7

T
H
3
2

T
H
3
7

新
　

水

幸
　
水

豊
　

水

二
十
世

紀

円
　

形

偏
円
形

円
　

形

円
楕
円
形

円
卵

形

偏
円
形

偏
円
形

円
　

形

円
　

形

黄
緑
色

赤
褐

色

赤
褐

色

緑
黄

色

緑
黄
色

黄
褐
色

黄
赤

褐
色

赤
褐
色

黄
緑

色

23．
3

5．
0

10．
0

70．
0

35．
0

10．
0

0．
0

0．
0

10．
0

6．
3

5．
0

5．
0

5．
1

5．
0

5．
0

6．
0

5．
0

5．
0

10．
2

7．
9

9．
4

6．
7

6．
1

7．
6

5．
7

9．
0

8．
5

一
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騨
梅

∵
馨

　
　
　

　
　

▲
TH6

▲
TH37

＼

、
夢
　
．

　
　

　
　

　
▲

T
H
1
7

▲
TH9

ギ
ミ

㌘
．

∵
¶

識
嚢

多
＼
〉
〆
　
　
　
　
・
＼
＼
1、

　
　
　
　
㌢
護

ぶ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

惣
幽

臨
麟

幽
磁

㌶
※

．
　

　
　

　
　

　
撫

。
　

　
　

　
　

㌘
　

　
　
　
　
　
※
＝
∪

▲
TH32

第
1図

　
成
熟
期
に
お
け
る
供
試
系
統
の
果
実

一
65
一



§

第
2
節
各
系
統
の
生
育
特
性

1
　
材

料
及

び
方

法

　
鳥
取
大
学
農
学

部
附

属
農

場
の

豊
水

’
樹

に
高

接
さ
れ

た
有

望
系

統
TH　

6，
　

TH17，
　

TH32，
　

TH37を
供

試
し

た
。
ま
た
，
既
存
の
対
照
品
種
に
は
‘
二
十
世
紀
’
，
‘

新
水

’
，

‘
幸

水
’

及
び

豊
水

’
を

用
い

た
。

こ
れ

ら
の

生
育

を
発
芽
前
か
ら

落
葉

期
に

か
け

て
観

察
・

記
録

す
る

と
と

も
に

，
花

器
及

び
葉

の
特

性
に

っ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
品

種
特

性

表
（
農
林
水
産
省
）
を
も
と
に
測
定
を
行
な
っ
た
。

H　
結

果

1
．
各
系
統
の
生
育

期

　
生
育
の
状
況
を

観
察

し
た

結
果

は
第

3表
に

示
し

た
通

り
で

あ
る

。
発

芽
期

に
は

系
統

間
で

大
き

な
差

は
み

ら
れ

な

か
っ
た
が
，
開

花
期

は
TH17が

最
も

早
く

ほ
ぼ

‘
豊

水
’

と
同

時
期

で
あ

り
，

そ
れ

以
後

TH9，
　

TH32，
　

TH37の

順
に
開
花
期
を
迎
え
た
。
TH　

6は
調
査
品
種
・
系
統
中

最
も

開
花

が
遅

か
っ

た
。

第
3表

　
有

望
系

統
の

生
育

期

多

品
　
種

発
芽

期
開

花
期

成
　

　
熟

　
　

期
落
葉
期

T　
H　

6

T　
H　

g

T
　
H
　
1
7

T
　
H
32

T　
H3
7

新
　
　
水

幸
　
　

水

豊
　
　

水

二
十
世
紀

3
月
31
日

3月
3田

3月
28
日

3
月
31
日

3
月
31
日

3月
31
日

3
月
28
日

3
月
28
日

3月
30
日

4
月
22
日

4月
18日

4
月
17
日

4
月
18
日

4月
19日

4月
18日

4
月
20
日

4月
16日

4月
19日

9月
10日

　
～

　
9月

25日

8月
15日

～
8月

25日

8月
20日

～
9月

5日
8月

15日
　

　
～

　
　

8月
30日

8月
20日

　
　

～
　

　
9月

　
1　

日

8月
101ヨ

　
～
　
　
8月

20日

8月
20日

　
　

～
　

　
8月

30日

9月
1日

～
9月

10日

9月
5日

～
9月

20日

11月
22臼

11月
ヱ
5日

11月
22日

11月
15日

1胡
16日

11月
18日

11月
16日

11月
20日

11月
17臼

2．
花

器
及

び
葉
の
特
性

　
花

器
及

び
形

態
的
な
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
第
4表

に
示
し
た
。
ま
た
，
花
そ
う
の
代
表
的
な
写
真
を
第
2図

に
示

し
た
。
各
系
統

と
も

花
器

及
び

ど
ん

葉
の

形
態

は
特
徴

的
で

あ
り

，
そ

れ
に

よ
っ

て
ほ

ぼ
同

定
が

可
能

で
あ

っ
た

。
す

な
わ

ち
，

TH　
6は

花
弁
数
が
9枚

程
度
と
著
し
く
多

く
ま
た
，
花
梗
に
極
め
て
毛
じ
が
多
い
こ
と
並
び
に
ど
ん
葉
に

赤
み

が
全

く
現

わ
れ
な
い
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ

た
。
TH17の

花
弁
は
‘
二
十
世
紀
’
よ
り
大
型
で
あ
り
花
梗
に

ほ
と
ん
ど
毛
じ
が

み
ら

れ
な

い
こ

と
，

TH32は
花

梗
が
短

い
こ

と
，

　
TH37は

や
や

中
型

の
花

弁
で

果
梗

に
毛

じ
が

中

程
度
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　
一
方
，
成
葉
の

形
は

全
て

卵
形

で
あ

っ
た

。
ま

た
，
大

き
さ

は
TH　

6，
　

TH32が
‘

二
十

世
紀

’
と

同
程

度
と

や
や

小
型
で
あ
り
，
他

は
そ

れ
ら

よ
り

大
き

く
，

豊
水

’
と

同
等

か
そ

れ
以

上
の

大
き

さ
で

あ
っ

た
。

i＼

／鳶
1

一
66一



第
4－

1表
　

有
望

系
統

の
花

器
及

び
葉

の
特

性

品
種

1
花

そ
う

の
花

数

花
弁

数
大

き
さ
　

　
切

れ
込

み

雄
ず

い
の

数
　

果
梗

の
毛

じ

TH　
6

TH
1
7

TH
3
2

TH
3
7

新
　

　
水

幸
　

　
水

豊
　

　
水

二
十

世
紀

8、
5

8．
3

7．
3

7．
5

7．
5

8．
4

8口7．
9

8．
8

5．
5

5．
0

5．
1

5．
3

5．
9

5．
3

5．
2

　
中
　

　
　
　
小

　
大
　

　
　
　
　
中

　
大
　

　
　
　
小

　
中
　

　
　
　
小

　
中

　
　
　
中
～
多

　
大
　

　
　
　
小

　
大

　
　
　
中
～
多

中
～
大

　
　
　
中

35．
7

2L8

23．
0

22．
5

23．
8

25．
8

23．
6

23．
6

　
多

極
め

て
小

　
多

　
中

　
中

　
多

　
小

　
多

第
4－

2表
　

有
望

系
統

の
花

器
及

び
葉

の
特

性

ど
ん

葉
成

葉
葉

　
柄

品
種

色
毛
　
じ

　
　

　
先
端
の

　
　

　
　
　
　
長
さ

形
　
　
角
度

　
　
　

（
°

）
　

（
cm）

幅
　
　
長
さ
　
　
太
さ

（
cm）

　
（
cm）

　
（
mm）

TH
　
6

T
H
　
17

T
H3
2

TH
37

新
　

　
水

幸
　
　
水

豊
　

　
水

二
十
世
紀

黄
緑

色

黄
緑

色

褐
色

赤
褐

色

赤
褐

色

褐
色

褐
色

赤
褐

色

　
多

中
～

多

　
中

　
中

　
小

　
小

　
小

　
多

卵
形

卵
形

卵
形

卵
形

卵
型

卵
型

卵
型

卵
型

23．
1

26．
2

36．
6

34．
0

35．
4

30．
5

45．
6

28．
5

12．
4

14．
0

12．
2

13．
9

13、
4

14．
8

13．
5

12．
8

8．
6

8．
8

8．
5

8．
4

8．
7

8．
8

8．
2

7．
7

3．
9

4．
5

4．
6

2．
6

2．
7

3．
2

3．
1

3．
1

2．
2

2．
0

1．
6

2．
1

2．
4

2．
2

2．
0

2．
4

一
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第
2
章

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

分
析

並
び
に
DNA分

析
に
よ
る

　
　

　
　

　
　
有
望
系
統
の
同
定

　
前
章
の
結
果
に
よ
り
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
後

代
の

な
か

か
ら
有

望
系

統
を

選
抜

す
る

と
と

も
に

，
そ

の
形

態
的

な
特

性
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出

来
た

。
一

方
，

ナ
シ

に
お

い
て

も
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
発

達
に

よ
り

品
種

の
大

量

増
殖
が
容
易
に
行
え
る
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

従
っ

て
，

育
成
さ

れ
た

品
種

を
保

護
す

る
た

め
に

は
形

態
的

な
特

性
以

外
に
も
個
体
を
確
実
に
同
定
す
る
技
術
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
と

い
え

る
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
品
種

同
定

を
行

う
方

法
と

し
て

ナ
シ
属

植
物

の
同

定
に

有
効

で
あ

る
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
分

析

（
Jangら

1991）
並

び
に
DNA分

析
（
寺
本
ら
1994）

を
行
い
，
有
望
系
統
並
び
に
そ
の
親
品
種
相
互
の
同
定
を
行

お
う

と
し
た
。
さ
ら
に
得

ら
れ
た
結
果
に
よ
り
有
望
系
統
の
交
配

親
に

っ
い

て
確

認
を

行
っ

た
。

第
1
節
　

成
葉

の
ペ

ル
オ

キ
シ

ダ
ー

ゼ
分
析
に
よ
る
有
望
系
統
の
同
定

1
　

材
料

及
び

方
法

　
T
H
　
5
，

　
TH

　
7
，

　
T
H
1
1
，

　
T
H
1
7
，

　
T
H
3
2
及

び
TH

4
2並

び
に

そ
の

親
品

種
で

あ
る

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

，
‘

新
水

’

及
び

‘
幸

水
’

の
成

葉
を
採
取
し
，
Jangら

（
1991）

の
方

法
に
よ
り
酵
素
の
抽
出
，
電
気
泳
動
並
び
に
ペ
ル
オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ

の
活

性
染

色
を

行
っ
た
。

H
　
結

果
及

び
考

察

　
得

ら
れ

た
泳

動
像

を
第
3図

に
示
し
た
。
供
試
し
た
全
系
統

並
び
に
品
種
は
そ
の
バ
ン
ド
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
同

定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
，
‘
お
さ
二
十
世

紀
’

×
‘

新
水

’
の

交
配

系
統

TH　
7，

　
TH11及

び

T
H3
2
は
両
親
に
由
来
し
た
RfO．

338，
　
R
fO

．
377及

び
RfO．

423の
主

要
な

バ
ン

ド
の

有
無

に
よ

っ
て

両
親

並
び

に
系

統
間
で
の
識
別
が
可
能
で
あ

っ
た

。
ま

た
，

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

×
‘

幸
水

’
の

交
配

系
統

で
あ

る
TH17及

び
TH42に

っ
い

て
も
こ
れ
ら
の
バ
ン
ド
並
び
に
RfO．

093，
　
RfO．

138及
び

RfO．
192の

バ
ン

ド
の

有
無

に
よ

っ
て

明
確

に
識

別

さ
れ

た
。

　
従
っ
て
供
試
し
た
有
望
系

統
と

そ
の

親
品

種
は

そ
れ

ぞ
れ

固
有

の
ペ

ル
オ

キ
シ

ダ
ー

ゼ
ア

イ
ソ

ザ
イ

ム
の

バ
ン

ド
パ

タ
ー

ン
を
持
ち
，
こ
れ
に

よ
っ
て
同
定
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る

。

一
6
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髭1
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亀
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l
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第
3図

優
良
系
統
並
び
に

親
品
種
の
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
ア
イ
ソ

ザ
イ

ム
バ

ン
ド

パ
タ
ー

ン
（

Natlve　
PAGE　

7．
5％

）

1：
お

さ
二

十
世

紀
　

2◆
新

水
　

3　
幸

水

4
　

：
TH
　

5
　

　
5
　

　
TH7　

　
6　

．
　
TH11　

7　
’
TH17

8◆
T
H32

　
9　

TH4210　
お
さ
二
十
世
紀

第
2
節
D
N
A
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ

リ
ン

ト
法

に
よ

る
品

種
同

定

1
　

材
料

及
び

方
法

そ

　
材

料
と

し
て

鳥
取
大
学
農
学
部
大
塚
附
属
農
場
に
植
栽

さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
，

‘
幸
水
’
，
‘
豊

水
’
，
T
H　

1
（
‘
お
さ
二
．
十
世
紀
’
×
‘
二

十
世

紀
’

）
，

　
TH　

3　
Cお

さ
二

十
世

紀
’

×
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
）

，

T
H　

5
（

‘
お

さ
二

十
世
紀
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
）
，
　

TH10（
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
新
水
’
）
，
　
TH11（

‘
お
さ
二
十
世

紀
’

×
‘

新
水

’
）

，
TH

17
（

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

×
‘

幸
水

’
）

，
　

TH19　
C幸

水
’

×
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
）

，
　

TH21（
‘

幸
水

’

×
‘
ｨ
さ
二
十
世
紀

’
）
，
T
H
3
0（

‘
豊
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世

紀
’

）
，

　
TH32（

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

×
‘

新
水

’
）

，
　

TH41

（
‘

お
さ

二
十

世
紀
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
）
，
TH42（

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
幸
水
’
）
，
　
TH43（

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×

‘
豊

水
’

）
を

供
試

し
た

。

　
各
個
体
よ
り

新
葉

を
採

取
し

，
液

体
窒

素
で

凍
結

し
一

80℃
に

保
存

し
た

。
こ

れ
ら

の
葉

を
液

体
窒

素
中

で
組

織
を

粉
砕
し
て
，
改
変

S
DS

法
に

よ
る

抽
出

後
，

フ
ェ

ノ
ー

ル
抽

出
，

エ
タ

ノ
ー

ル
沈

殿
に

よ
り

精
製

し
た

（
第

7図
）

。

　
各

個
体

よ
り
抽
出
し
た
DN
A1
0μ

g
を
制
限
酵
素
宜
oRIで

完
全
消
化
し
た
。
制
限
酵
素
処
理
後
，
0．

7％
ア
ガ
ロ
ー

ス
で
電
気
泳
動
を
約
12時

間
，
1xTAE

バ
ッ
フ
ァ

ー
を
用
い
て
行
な
っ
た
。
泳
動
後
DNAを

ア
ル
カ
リ
変
性
液

］

］

一
70－

一



一
8
0
℃
で
凍
結
保
存
し
た
ナ
シ
葉

液
体
窒
素
で
粉
砕

←
楓

洗
浄
液
（
0．

1
M　

H
EPE

S
　
b
uf

fe
r，

0．
1
％
PVP，

2％
β

一
melcapte也

enol，
pH8．

0）
を

混
合

1
2．

00
0
rp

m
　
5
分
4
℃
で
遠
心

1沈
殿

洗
浄

液
を
加
え
、
沈
殿
の
塊
が
な
く
な
る
ま

で
よ

く
混

合

　
←

5m
lS
．
◎
．
W

沈
殿

の
塊
を
ほ
ぐ
す

　
←

10
㎡
抽
出
バ
ッ
フ
ァ
ー
（
0．

1
MT
r姪

一
H
Cl

　
pH8．

0，
50mM

　
　

　
　
E
㏄
A
pH
8
，
0，

0．
5
M
　
N
aCD

を
加
え
、
緩
や
か
に
混
合

　
←
・
2
凶
2
◎
％
SD

S
7
0
℃
で
10分

間
時
々
撹
拝
し
な
が
ら
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー

ト

　
←

10
m
l
　
3
M
酢
酸
カ
リ
ウ
ム

氷
冷
20分

1
2．

00
0
ご
p
m　

30
分
4
℃
で
遠
心

1キ
ム

ワ
イ
プ
で
上
清
を
濾
過
し
て
フ
ァ
ル
コ

ン
に

注
ぎ

込
む

　
　
←

6
／

10vol
　

Isopr
opy

l　
A
lco

h
ol

緩
や
か
に
転
倒
混
和

竹
ぐ
し

で
DNAを

巻
き

と
り

、
フ

ァ
ル

コ
ン
に

移
し

100％
冷

エ
タ

ノ
ー

ル
を

入
れ

る
1エ
タ

ノ
ー
ル
洗
浄

3
．
0
00叩

m3分
遠
心

沈
殿

1
←

30
姐
7
5
％
冷
エ
タ
ノ
ー
ル

3．
0
0
0Tp

m
　
3
分
遠
心

1沈
殿

1真
空
乾
燥

←
5
m
1TE

（
10
m
M　

T
ds－

HCI
　
pH8．

0，
1Mm　

E㏄
A）

に
溶
解

R
Na

s
e溶

液
（

1
0m

g
／

m1
）

を
1
0
～

2
0μ

g
／

耐
に

な
る

よ
う

に
DNA溶

液

に
加

え
、
37
℃
で
3
0
分
か
ら
2
時
間
イ
ン
キ
ユ

ベ
ー
ト

14
℃
で

保
存

第
4図

　
ニ

ホ
ン

ナ
シ

新
葉
か

ら
の

DNA抽
出

法

一
7
1
一



ぺ

（
0
．
1MNaOH，

1．
5M　

NaCl）
に

よ
り

変
性

し
，
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ー

よ
り

ナ
イ

ロ
ン

メ
ン

プ
レ

ン

フ
ィ

ル
タ

ー
（

Hybond－
N；

A
me
rs
ha
m）

に
転

写
し
た
。
転
写
後
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
，
80℃

で
2時

間
静
置
し
D

NAを
固

定
し

た
後
，
42℃

の
プ
レ
ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
液
（
0．

05Mリ
ン
酸
バ
ッ
フ
ァ
ー
pH7．

4／
40％

ホ

ル
ム
ア
ミ
ド
／
5
×
デ
ン
ハ
ル
ツ
溶
液
／
0
．
1％

ド
デ
シ

ル
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

／
0ほ

％
プ

ロ
ッ

キ
ン

グ
リ

ー
ジ

ェ
ン

ト
）

中
に

4時
間

以
上
放

置
し

た
。

プ
ロ

ー
プ

と
し

て
ヒ

ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
遺
伝
子
に
由
来
す
る
2種

類
の
DNA（

probe

A，
B）

と
ハ
ナ

モ
モ

‘
寿

星
桃

’
の

MADS　
BOX　

geneを
用

い
，

32　
Pで

標
識

し
て

ハ
イ

ブ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
液

（
プ
レ
ハ
イ
ブ

リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
液
と
同
じ
）
に
加
え

，
42℃

で
一

晩
サ

ザ
ン

ハ
イ

プ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
を

行
な

っ

た
。
ハ
イ
ブ
リ
ダ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

後
，

フ
ィ

ル
タ

ー
を

0．
1％

ド
デ

シ
ル

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

含
む

2×
SSC，

0．
2×

SSCを
用
い
，
そ

れ
ぞ

れ
室

温
で

15
分

間
3回

洗
浄

し
た

後
，

－
80℃

で
オ

ー
ト

ラ
ジ

オ
グ

ラ
フ

ィ
ー

を
行

な
い

，
　

X

線
フ
ィ
ル
ム
上
に

感
光
さ
せ
バ
ン
ド
を
検
出
し
た
。

H
　
結

果
及

び
考

察

ざ

　
サ
ザ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ダ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

結
果

，
用

い
た

プ
ロ

ー
ブ

そ
れ

ぞ
れ

で
低

分
子

域
か

ら
高

分
子

域
ま

で
バ

ン

ド
が
認
め
ら
れ

た
。
ヒ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
由
来
probe　

A，
　

Bを
用

い
た

場
合

，
約

20本
の

バ
ン

ド
が

観
察

さ
れ

（
第

5図
）
，
一
方
MADS　

BOX　
geneを

プ
ロ

ー
ブ

と
し

て
用

い
た

場
合

7～
8本

の
バ

ン
ド

が
観

察
さ

れ
た

（
第

4図
）

。

p
r
ob
e
　

A
を

用
い
た
場
合
，
親
品
種
で
あ
る
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
，
‘
幸
水
’
，
‘
豊
水
’
の
間
で
多
型
が
み
ら

れ
た
。
し
か
し
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
‘
お
さ
二
十
世

紀
’

se玉
fの

後
代

系
統

で
あ

る
TH　

3，
　

TH41は
判

別
不

可
能

で
あ
っ
た
。
ま
た

，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
新
水
’
の

組
み

合
わ

せ
で

あ
る

TH10と
TH11も

判
別

不
可

能
で

あ
っ

た
。

p
ro
b
e　

Bを
用
い
た
場
合
‘
お
さ
ニ
ー
1
一
世
紀
’
sel

f
，
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
×

‘
幸

水
’

，
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
×

‘
豊

水
’

そ

れ
ぞ

れ
の

組
み

合
わ
せ
の
兄
弟
間
に
お
い
て
DNA多

型
が
非
常
に
類
似
し
た
が
，
バ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
に
基
づ
い

た
パ
タ
ー
ン
違
い
か

ら
供

試
し

た
す

べ
て

の
系

統
で

識
別

は
可

能
で

あ
っ

た
。

MADS　
BOX　

geneを
プ

ロ
ー

プ
に

用

い
た

場
合

，
6kb

p以
上
の
高
分
子
領
域
に
明
確
な
多
型
が
み
ら
れ
た
が
，
検
出
さ
れ
る
バ
ン
ド
数
が
少
な
か
っ
た
た

め
，

T
｝

1
3，

　
TH

　
5
，

　
T
H
10

，
　

T
H
19

，
　

T
H
41の

判
り

1］
が

不
可

能
で

あ
り

，
す

べ
て

の
品

種
系

統
を

類
別

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
◇

　
以
上
の
こ
と
か

ら
ヒ
ト
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
遺
伝
子
由
来
probe　

Bは
，

1∬
t縁

関
係

の
濃

い
ニ

ホ
ン

ナ
シ

品
種

，
系

統
の

識
別
に
有
効
な
プ
ロ
ー
ブ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
probe　

A，
　

MADS　
BOX　

geneと
い

っ
た

他
の

プ
ロ

ー

ブ
を
組
み
合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
，

よ
り

確
実

な
識

別
が

可
能

に
な

り
，

こ
れ

ら
を

プ
ロ

ー
ブ

と
し

て
用

い
る

こ
と

に

よ
り

有
望

系
統

の
DN
A
指
紋
（
D
N
A　

F
i
ng
e
rpr

i
nt）

を
得

る
こ
と
が
｛
士
｛
来
た
。

§
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ぺ

第
3
節

RA
PD

法
に

よ
る

品
種

同
定

1
　

材
料

及
び

方
法

　
前

節
と

同
様

に
　

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
，
‘
幸
水

’
，
‘
豊
水
’
，
TH11（

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
新
水
’
）
，
　
TH

1
7Cお

さ
二
十
世
紀
’

×
‘
幸
水
’
）
，
　
T｝

13
2
（
‘
お
さ
二
十
世

紀
’

×
‘

新
水

’
）

，
　

TH42（
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
×

‘
幸

水
’

）
，

‘
TH
4
3
’
（
‘
お

さ
二
十
世
紀
’
×
‘
豊
水
’
）
を
実
験
に

供
試

し
，

前
節

と
同

様
に

DNAを
抽

出
し

た
。

抽
出

し
た

DNA

は
，

20ng／
μ

1に
調
製
し
た
。
こ
の
鋳
型
DNA1μ

1に
，
10merの

ラ
ン
ダ
ム
プ
ラ
イ
マ
ー
（
OP－

26－
01～

OP－

26－
16）

（
OPERON，

USA）
を

20plno1，
2mMdNTP溶

液
2μ

1，
　

rTaqポ
リ

メ
ラ

ー
一

ゼ
（

ニ
ッ

ポ
ン

ジ
ー

ン
）

を
2．

5U加
え

最
終
的
に
20μ

1に
し
た
。
　
PCR反

応
は
，
熱
変
性
94℃

1分
，
ア
ニ
ー
ル
37℃

2分
，
伸
長
72℃

2分

で
行

い
，

こ
れ

を
4
0サ

イ
ク

ル
繰

り
返

し
た

。
増

幅
し
た
DNAは

，
2％

ア
ガ
ロ
ー
ス
ゲ
ル
で
電
気
泳
動
後
，
エ
チ

ジ
ウ
ム
ブ
ロ
マ
イ

ド
で

染
色

し
，

UV照
射

下
で

バ
ン

ド
の

観
察

を
行

っ
た

。

H
　

結
果

及
び

考
察

　
今

回
用

い
た

OP－
26－

01～
OP－

26－
16の

16種
類
の
プ
ラ
イ
マ
ー
の
中
で
，
明
確
な
多
型
を
示
し
た
の
は
OP－

2
6－

0
4，

0
P－

26
－

09，
0P

26－
1
0，

0P－
2
6－

11，
0P－

26－
13，

0P－
26－

14の
6種

類
で

あ
っ

た
（

第
6

図
）
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
イ
マ
ー
で
は
10～

20本
の
バ
ン
ド

が
観

察
さ

れ
た

。
プ

ラ
イ

マ
ー

OP－
26－

09，
0P－

26－
10，

O
P
－
2
6
－

1
1
，

0
P
－

2
6
－

1
3
，

0
P
－

2
6
－

1
4
で

親
品

種
で

あ
る

　
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
，

‘
新

水
’

，
‘

幸
水

’
，

‘
豊

水
’

の
識
別
が
可
能
で
あ

っ
た

。
プ

ラ
イ

マ
ー

－
OP－

26－
09を

も
ち

い
た

PCRで
は

，
と

く
に

約
L5kb以

上
の

領
域

で
多

型
が
み
ら
れ
，
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
で

は
こ

れ
ら

の
領
域

の
バ

ン
ド

が
欠

失
し

て
い

た
。

し
か

し
こ

の
プ

ラ
イ

マ
ー

で

は
TH11と

TH32を
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
プ
ラ
イ
マ
ー

OP－
26－

10で
は
700bp以

下
の
領
域
で
多
型
が
観
察
さ
れ

た
。

約
700bpの

位
置
に
‘
新
水
’
特
有
の
バ
ン
ド
が

み
ら
れ
，
こ
の
バ
ン
ド
は
‘
新
水
’
を
父
親
と
す
る
TH11と

T

H32に
受
け
継
が
れ
て

い
た

。
こ

の
プ

ラ
イ

マ
ー

で
は

供
試

し
た

す
べ

て
の

品
種

系
統

で
識

別
可

能
で

あ
っ

た
。

プ
ラ

イ
マ
ー
O
P
　
2
6
－
11で

は
，
　
L　

7kbp～
200bpの

広
範
な

領
域

で
多

型
が

観
察

さ
れ

，
す

べ
て

の
品

種
系

統
で

識
別

が

可
能

で
あ

っ
た

。
プ
ラ
イ
マ
ー
OP
－
26
－
13で

は
，
特
に
約
500bpと

約
300bpの

領
域
で
，
特
異
的
な
バ
ン
ド
の
出

現
や

欠
失

が
み

ら
れ
た
。
ま
た
TH42は

他
の
品
種
系
統

で
み
ら
れ
る
800bp以

上
の
長
さ
の
バ
ン
ド
す
べ
て
欠
失
し

て
い
た
。
さ
ら
に

こ
の
プ
ラ
イ
マ
ー
で
は
，
‘
新
水
’
と
「

rH11の
判

別
は

不
可

能
で

あ
っ

た
。

プ
ラ

イ
マ

ー
OP－

26－

14で
は
，
親
品
種

に
お

い
て

は
識

別
可

能
で

あ
っ

た
が

，
す

べ
て

の
系

統
の

識
別

は
不

可
能

で
あ

っ
た

。

　
以
上
の
結
果
よ

り
プ

ラ
イ

マ
ー

OP
　

26
－

10を
用

い
た

場
合

，
す

べ
て

の
雑

種
個

体
の

識
別

が
可

能
で

あ
っ

た
。

他
の
プ
ラ
イ
マ
ー

で
は

一
部

の
個

体
識

別
が

不
可

能
で
あ

っ
た

。
し

か
し

プ
ラ

イ
マ

ー
の

種
類

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と

に
よ
り
す
べ
て
の

系
統

識
別

は
可

能
で

あ
り

，
各

有
望
系

統
固

有
の

RAPDマ
ー

カ
ー

を
得

る
こ

と
に

成
功

し
た

。

一
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第
3
章
　
有
望
系
統
の
不
和

合
性

因
子

（
S遺

伝
子

）
型

の
推

定

　
前
章
ま
で
の
結

果
に

よ
り

有
望

系
統

の
諸

形
質

を
明

ら
か

に
す

る
と

同
時

に
遣

伝
子

マ
ー

カ
ー

を
用

い
る

こ
と

で
簡

易
に
こ
れ
ら
の
同

定
を

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
。

一
方

，
こ

れ
ら

の
系

統
を

基
に

さ
ら

に
育

種
を

行
う

場
合

に
は

そ
の
効
率
化
の
た
め
不
和
合
性
因
子
を
明
ら
か
に
し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

　
こ

れ
ま

で
の

研
究
に
よ
り
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
和
合
性
に
関
与
す
る
S遣

伝
子
の
因
子
型
は
多
く
の
品
種
に
つ
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
お

り
，

‘
二

十
世

紀
’

の
S因

子
型

は
S2S、

で
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

，
‘

お
さ

二
十

世

紀
’

は
S
、

が
突

然
変

異
し

因
子

型
識

別
能

力
を

失
っ

た
S、

smと
な

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
，

　
S　

2　
S、

smの
因

子
型

を
も

っ
と

み
な

さ
れ

る
。

　
本
章
で
は
黒
斑

病
抵

抗
性

で
自

家
和

合
性

を
有

し
さ

ら
に

果
実

品
質

が
優

れ
て

い
る

10系
統

を
用

い
，

他
品

種
と

の

交
配
を
行
う
こ
と

で
そ

れ
ら

の
S因

子
型

を
推

定
し

よ
う

と
し

た
。

1
　

材
料

お
よ

び
方

法

　
鳥
取
大
学
農
学

部
圃
場
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
‘
お
さ

二
十

世
紀

’
後

代
10系

統
を

供
試

し
，

開
花

期
に

菊
を

採
取

し
，

乾
燥

後
直

ち
に
定
法
に
従
い
花
粉
の
発
芽
率
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
花
粉
を
予
め
開
花
前
に
除
雄
し
袋
を
掛
け
た

‘
長

十
郎

’
，
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
に
そ
れ
ぞ
れ
交
配
し
直
ち
に
再
度
袋
を
掛
け
他
花
粉
を
遮
断
し
た
。
5月

中
旬

に
結
実
を
調
査
し
，
結
実
率
31％

以
上
の
組
み
合
わ
せ

を
和

合
性

と
評

価
し

た
。

H　
結

果
お

よ
び

考
察

　
（
1）

　
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
自
殖
第
一
世
代
系
統
の

S因
子

型

　
　
‘
お
さ
二
十

世
紀
’
は
‘
二
十
世
紀
’
の
芽
条
突
然

変
異

に
よ

っ
て

生
ま

れ
た

自
家

和
合

性
品

種
で

あ
る

。
自

家
不

和
合

性
が

自
家

和
合
性
に
変
異
し
た
他
は
，
黒
斑
病
感
受
性
，
果
実
品
質
な
ど
の
品
種
特
性
は
い
ず
れ
も
　
‘
二
十
世
紀
’

と
同
じ
で
あ
る

。
‘
二
十
世
紀
’
の
S因

子
型
は
S，

S、
で

あ
る

。
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
は

S、
が

突
然

変
異

し
因

子
型

識

別
能

力
を

失
っ

た
S
4
s
m
と

な
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

，
　

S　
2　

S㌻
の

因
子

型
を

も
っ

と
み

な
さ

れ
る

。

　
　

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

の
自

殖
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
第

一
一

世
代

の

系
統

に
っ

い
て

因
子
型
を
推
定
す
る
と
第
5表

の
よ
う
に
な
る
。

‘
お

さ
二

十
1
1
嫌

己
’

自
殖

第
一

世
代

の
系

統
は

S
，

S、
smか

S、
sm

S
、
sm

の
い

ず
れ

か
を

有
す

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

　
‘
お
さ
二
十
世

紀
’

の
自

殖
第

一
代

系
統

よ
り

選
抜

し
た

有
望

系
統
の
花
粉
を
‘
長
十
郎
’
（
S
2
S
3）

，
‘
二
十
世
紀
’
（
S2S、

）
，

‘
新

水
’

（
S
、

S
、

）
に

交
雑

し
，

結
実

率
と

完
全

種
子
含

有
率

を

調
査
し
た
結
果
は

第
6表

の
と

お
り

で
あ

っ
た

。

　
TH　

3
は

‘
長
十
郎
’
と
の
間
に
は
78％

の
結
実
率

を
示
し
た

が
，
‘
二
十
世
紀
’
，
‘
新
水
’
の
い
ず
れ
も
結
実
率
は

10％
前

後

と
き

わ
め

て
低

い
値
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
TH
　
3は

S、
s
m　

S、
smの

因
子

型
を

有
す

る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
T
H
　
6
は
‘
二
十
1旦

紀
’

第
5表

　
　

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

　
　
　
の
S遺

伝
様
式

自
殖

第
一

代

♀
お

さ
二

十
世

紀

♂
S2

S4sm

お
S2

一
一

さ二十世紀
S4迎

S2S4sm
S4sm　

S　
4sm

Sm：
Stylar－

part　
mUtant

一
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と
の
間

の
結

実
率

が
低
い
こ
と
か
ら
S2Sミ

mと
推
定
さ
れ
た

。
ま
た
TH41は

‘
長
十
郎
’
，
噺
水
’
と
交
雑
し
た
場

合
に

き
わ
め
て
高
い
結
実
率

を
示

し
，

‘
二

十
世

紀
’

に
対

し
て

は
完

全
な

不
和

合
性

を
示

し
た

。
し

た
が

っ
て

TH41

は
S
、

S
、

s
mと

推
定

さ
れ

た
。

　
T
H
　

3は
S、

s
m
　

S
、

s
m
と

ホ
モ

の
自

家
和

合
性

因
子

を
有

す
る

系
統

と
推

定
さ

れ
る

こ
と

か

ら
，

自
家
和
合
性
の
品
種

育
成
を
行
う
場
合
，
き
わ
め
て
貴
重
な

系
統

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
。

第
6
表

　
　

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

自
殖

第
一

代
を
花

粉
親

と
し

た
場

合
に

お
け

る
結

実
率

，

　
　
結

実
果

の
完

全
種

子
含

有
率

，
及

び
各
系

統
に

お
け

る
推

定
S遺

伝
子

型

花
粉
親

系
　
統

（
♂
）

♀

長
十
郎
（
S
2
S
3
）
　
　
二
十
世
紀
（
S2
S
4）

妾
斤
水
（
S4S5）

推
　

　
　

定

S遺
伝

子
型

T
H　

3
77．

8
10．

0

18
．
8

11．
ユ

0．
0

S4sm　
S／

sm

T
H　

6
10

0．
0

92．
0

27．
3

63．
7

55．
6

57．
1

S2S4sm

T
H4
1

77．
8

10
0．

0

0．
0

100．
0

70．
0

S2Sfm

上
段

：
結

実
率

（
％

）
下

段
：

完
全

種
子

含
有

率
（

％
）

s
m
：
stylar－

part　
Inutant

　
（
2
）
　

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

と
　

‘
新

水
’

及
び

‘
幸

水
’

の
交
雑

　
　

第
一
系
統
に
お
け
る

因
子

型

　
　
‘
お

さ
二

十
世

紀
‘

を
種

子
親

，
‘

新
水

’
，

‘
幸

水
’

を
花

粉

親
と
し

た
交

雑
第

一
代

の
系
統
が
も
っ
S因

子
を
推
定
す
る
と
第

7
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
自

家
和

合
性

を
示

す
系

統
は

S、
S、

sm

か
S、

細
s、

の
い

ず
れ

か
と

考
え

ら
れ

る
。

　
　
‘
長

十
郎

’
（

S
2
S3

）
，

‘
二

十
世

紀
’

（
S
2
S
4
）

お
よ

び
‘

新

水
’
（
S、

S
、
）
を
種
子

親
と
し
て
有
望
な
交
雑
第
一
代
系
統
を

花

粉
親
と

し
て

交
雑

し
，

結
実
率
を
求
め
た
と
こ
ろ
，
第
8表

の
と

お
り
で
あ
っ
た
。
TH

7お
よ

び
T
Hll

　
Cお

さ
二

十
世

紀
’
×

‘
新
水
’

）
は

‘
長

十
郎

’
，

‘
二

十
世

紀
’

と
完

全
な

和
合

性
を

示

し
た
が
，
‘
新
水
’
と
交
雑

し
た

場
合

は
い

ず
れ

も
結

実
率

0％

第
7表

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
新
水
’
・

‘
幸

水
’

の
S遺

伝
様

式

♀
お

さ
二

十
世

紀

♂
S2

S4s‘
Σ

）

新
S4

S2S、
SIS£

‘
n

水及び幸水
S5

S2S5
S：

Sln　
S　

5

sm：
stylar－

part　
mutant

と
な
っ
た

。
従

っ
て

T
H
　

7は
S4

s
m
　

s
　

5
と

推
定

さ
れ

た
。

　
T
H
17　

Cお
さ

二
十

世
紀

’
×

‘
幸

水
’

）
，

　
TH42　

Cお
さ

二

十
世
紀
’
×
‘
幸
水
’
）
で
も
　
‘
新
水
’
と
不
和
合
関
係
に
あ
る

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

の
因

子
型

も
S芦

S5と
み

な
さ

れ

た
。

一
7
7
一



ス

第
8表

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
新
水
’
・
‘
幸
水
’
を
花
粉
親
と
し
た
場
合
に
お
け
る
結
実

率
，
結
実
果
の
完
全
種
子
含
有
率
，
及
び
各
系
統
に
お
け
る
推
定
S遺

伝
子
型

花
粉

親

系
　
統

（
♂
）

♀

長
十
郎
（
S
2
S3
）
　
二
十
1
賭
己
（
S2S｝

）
新

水
（

S⑳
S5）

推
　

　
　

定

S遺
伝

子
型

T
H　

7

（
O
xS）

57、
1

1
00．

0

18．
8

0．
0

0．
0

S4smS5

T
H1

1
（

O
xS）

T
I」

17

（
O
xK
）

T
H4
2

（
OxK

）

1
00．

0

90．
0

80．
0

87．
5

95．
0

100。
0

86、
1

100．
0

78．
4

100．
0

81．
3

0．
0

0．
0

10．
0

15．
4

S／
s【

nS5

S4smS5

S4smS5

上
段

：
結

実
率

（
％

）
　

下
段

：
完

全
種

子
含

有
率

（
％
）

Olお
さ

二
十

世
紀

　
S：

新
水

　
K：

幸
水

sm：
sも

ylar－
part　

mutant

　
（

3）
　

‘
お

さ
二
十
世
紀
’
を
花
粉
親
，
‘
幸
水
’
を
種
子
親
と
し
て
得
ら
れ
た
交
雑
第
一
系
統
に
お
け
る
因
子
型

　
T｝

119お
よ
び

TH22は
‘

幸
水

’
（

S4S5）
を

種
子

親
，

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

（
S2S蠕

m）
を

花
粉

親
と

し
て

生
ま

れ
た

自
家

和
合

性
の
系
統
で
あ
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ

の
場
合
，
理
論
的
に
は
第
9表

に
示
す
よ
う
に
自
家
和
合
性
を

示
す

系
統

は
生

ま
れ
な
い
。
し
か
し
，
こ
の
2系

統
は

和
合
性
を
示
す
こ
と
か
ら
，
第
10表

の
よ
う
に
ま
れ
に
S㌻

因

子
を

も
っ

花
粉

が
受
精
し
た
結
果
生
ま
れ
た
系
統
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
，
S、

S、
smか

S、
5111　

S、
の
因
子
型
を
も
っ
て

い
る

と
み

な
さ

れ
る

。

　
　
‘
長
一
卜
郎
’
，
‘
二
十
世
紀
’
及
び
‘
新
水
’
を
種

子
親

と
し

て
TH19お

よ
び

TH22を
花

粉
親

と
し

て
交

雑
し

た
結

果
，
第
1／

表
の

よ
う

な
結

実
率

が
得

ら
れ

た
。

い
ず

れ
の

系
統

と
も

‘
長

十
郎

’
と

‘
二

十
世

紀
’

に
は

和
合

性
を

示

第
9
表

‘
幸
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の

S遺
伝

様
式

♀
幸

水

♂
S
4

S5

お
S
2

S2S4
S2S5

さ一一一
ト

世紀
S4s

m
一

…

s
m：

s
ty
la
r－

p
ar
t　

r
nu
ta
nt

第
10表

　
S㍗

花
粉

が
授

精
で

き
た

場
合

に
お

　
　
　
　
け
る
‘
幸
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’

　
　

　
　

の
S遺

伝
様

式

♀
幸

水

♂
S4

Ss

お
S2

S2S4
S2S5

さ＿
め

一十世紀
S‘

sm
S｜

S4sm
S4smS5

Sm：
Stylar－

part　
mUtant

一
78一



し
た

が
，
‘
新
水
’
に
対
し

て
は

，
TH19は

20％
，

　
TH22は

0％
と

い
ず

れ
も

低
い

結
実

率
で

あ
っ

た
。

従
っ

て
，

T
m
　
9，

22
い
ず
れ
も
因
子

型
は
S
、
s
m
　
s
　
5
と
考
え
ら
れ
る
。

第
1
1表

‘
幸
水
’
×
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
花

粉
親

と
し

た
場

合
に

お
け

る
結

実
率

，
結

実

果
の
完
全
種
子
含
有
率
，
及
び
各
系
統

に
お
け
る
推
定
S遺

伝
子
型

花
粉

親
系
　
統

（
♂
）

♀

長
一
卜
良
15　

（
S2S3）

　
　
　
二
十
1］

上
糸
己
　
（
S2S4）

新
水

（
S4S5）

推
　

　
　

定

S遺
伝

子
型

TH
1
9

（
K
xO）

57．
1

100
．

0

10
0
．

0

8
4．

4

20．
0

28．
6

S‘
smS5

TH
2
2

（
K
xO）

5
0、

0

100
．

0

10
0
．

0

59．
2

0．
0

S4smS5

上
段

：
結

実
率

（
％

）
　

下
段

：
完

金
種

子
含

有
率

（
％

）

O
：
お
さ
二
十
世
紀

　
　

K：
幸
水

Sm：
Stylar－

part　
mU靴

ant

　
（

4
）

　
‘

お
さ

二
十

世
紀
’
と
‘
豊
水
’
の
交
雑
第
一
系
統
の

因
子
型

　
T
H
4
3の

花
粉
を
‘
長
十

郎
’

，
‘

二
十

世
紀

’
及

び
‘

新
水

’
に

授
粉

し
，

結
実

率
を

調
べ

た
結

果
，

第
12表

の
よ

う
で

あ
っ

た
。

　
　
‘
長

十
郎

’
，

‘
二

十
世

紀
’

と
は

完
全

に
和

合
性

を
示

し
た
が

‘
新

水
’

（
S、

S、
）

に
対

し
て

は
結

実
率

は
22％

，

完
全

種
子
率
は
0％

と
不
和

合
性

を
示

し
た

。
一

方
，

‘
豊

水
’

は
S、

因
子

を
持

っ
が

も
う

一
方

の
因

子
が

不
明

で
あ

る
た
め
第
1
0
表
の
よ
う
に
‘
長
十
郎
’
の
ほ
か
，
‘
青
龍
’
（
S2S3）

，
‘

青
玉

’
（

S3S4）
と

交
雑

し
て

結
実

率
を

調

査
し

た
。
そ
の
結
果
‘
豊

水
’

は
こ

れ
ら

3品
種

の
い

ず
れ

と
も
完

全
に

和
合

性
を

示
す

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

第
12
表

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
×
‘
豊
水
’
を
花
粉

親
と

し
た

場
合

に
お

け
る

結
実

率
，

結
実

果
の
完
全
種
子
含
有
率
，
及
び
各
系
統
に
お
け
る
推
定
S遺

伝
子
型

花
粉
親

系
　

統
（
♂
）

♀

長
一
十
£
｛
1～

（
S2S3）

　
　
ニ
ー
1－

1辻
糸
己
（
S2S4）

新
水

（
S4S5）

推
　

　
　

定

S遺
伝

子
型

TH
4
3

（
Ox
H）

1
00．

0

90
．
0

100
．

0

7
9
．
4

22．
2

0．
0

S4smS5

上
段
：
結
実
率
（
％

）
　
下
段
：
完
全
種
子
含
有
率
（
％
）
s
ln：

stylar－
part　

mutant

O
：
お
さ
二
十
世
紀

　
　

H：
豊

水

第
13

表
　
　
‘
豊
水
’
を
花
粉
親
と

し
た

場
合

に
お

け
る

結
実

率

花
粉
親

系
　
統

（
♂
）

♀

長
一
1一

良
β
（
S2S3）

青
龍

（
S2S

3
）

青
玉

（
S3SD

推
　

　
　

定

S遺
伝

子
型

豊
　
水

100
．

0
1
0
0．

0
100．

0
S3S5

豊
水
の
花
粉
発
芽
率

：
79

．
7
％

一
79－

・



従
っ
て
，
第
12，

13表
よ

り
　

‘
豊

水
’

は
S3S5の

因
子

を
有

し
て

い
る

可
能

性
が

高
い

と
み

な
さ

れ
た

。
さ

ら
に

TH

43は
自
家
和
合
性

を
示

す
こ

と
か

ら
，

S芦
s、

の
因

子
型

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

た
。

　
（
5）

有
望
系

統
の

S因
子

型

　
有
望
系
統
の
S因

子
型

を
表

に
ま

と
め

る
と

第
14表

の
よ

う
で

あ
る

。

第
楓
表
　

有
望

系
統

の
S因

子
型

T
H　

3
　
（
Os

e
lf）

TH　
6（

O　
s
elf

）

TH41　
（

O　
self）

T］
ヨ

7　
（

O
x
S）

TH
11
　
（
Ox
S）

TH17
（

O
x
K）

TH42
（

O
x
K）

TH
19

TH
22

TH43

Sゾ
mS4s’

n

S2S4s〔
n

S2Slsm

S禎
smSs

SlsmS5

SlmS5

S4smS5

S寸
smSs

S‘
smSs

S4smS5

一
80一



第
4
章
　
T
H1

7の
果
実
発
育
並
び

に
糖

蓄
積

機
構

の
特

性

　
前
章

ま
で

の
結

果
か

ら
，
TH17は

高
い
糖
度
と
優
れ
た
肉
質
を
有
し
て
お
り
，
親
品
種
で
あ
る
‘
幸
水
’
並
び
に

ほ
ぼ
成
熟
期
を
同
じ
に
す

る
‘

豊
水

’
を

上
回

る
食

味
を

示
す
と

評
価

さ
れ

た
。

TH17は
貯

蔵
性

も
‘

二
十

世
紀

’

と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
こ
と

か
ら

高
い

実
用

性
が

あ
る

も
の

と
考
え

ら
れ

る
。

果
実

の
食

味
を

決
定

す
る

要
因

の
一

つ
は

糖
の

含
量
と
組
成
で
あ
り

，
ニ

ホ
ン

ナ
シ

に
お

い
て

は
ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
，

フ
ル

ク
ト

ー
ス

，
グ

ル
コ

ー
ス

，
ス

ク
ロ

ー

ス
が

主
な
糖
成
分
と
し
て

知
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

，
ナ

シ
果

実
の

糖
組

成
は

品
種

間
で

大
き

く
異

な
っ

て
お

り
，

そ

れ
ぞ

れ
の
品
種
の
食
味
を

決
定

す
る

大
き

な
要

因
で

あ
る

と
い

え
る

。
ナ

シ
果

実
に

お
い

て
は

，
主

な
転

流
糖

で
あ

る

ソ
ル
ビ

ト
ー

ル
が

N
AD依

存
性

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

脱
水

素
酵

素
（
NSD－

SDH）
と
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
酸
化
酵
素
（
SOX）

に
よ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
ク
ト
ー
ス
と
グ
ル
コ
ー
ス
に
転
換
さ
れ

，
さ

ら
に

フ
ル

ク
ト

ー
ス

と
グ

ル
コ

ー
ス

は
ス

ク
ロ

ー

ス
合
成

酵
素

（
SS）

に
よ
り
ス
ク
ロ
ー
ス
に
合
成
さ
れ
る
（

Yamakiら
1989）

。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
酵
素
の
働
き
の

多
少
に
よ
っ
て
果
実
中
の

糖
の

蓄
積

量
が

異
な

り
，

品
種

に
よ
る

糖
組

成
の

差
異

が
生

じ
る

と
い

え
る

。

　
本
章

で
は

最
も

有
望

な
系
統
で
あ
る
TH17の

優
れ
た
食
味
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
糖
含
量
の
経
時
的
変
化

と
成
熟

期
の

糖
組

成
を
親
品
種
で
あ
る
‘
幸
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
と
比
較
調
査
し
た
。
さ
ら
に
TH17の

優

れ
た
糖
蓄
積
の
機
構
を
，
糖
代
謝
関
連
酵
素
の
変
化
の
面
か
ら
検

討
し

，
遺

伝
資

源
と

し
て

の
評

価
を

行
お

う
と

し
た

。

第
1節

　
糖

含
量

の
経

時
的

変
化

並
び
に
成
熟
期
の
糖
組
成

1
　
材

料
及

び
方

法

　
鳥
取

大
学

附
属

農
場

に
栽
植
さ
れ
て
い
る
5年

生
TH17，

17年
生
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
お
よ
び
16年

生
‘
幸
水
’

を
供
試

し
た

。
7月

中
旬

か
ら
9
月
中
旬
ま
で
果
実
を
経
時
的
に
採
取
し
，
以
下
の
方
法
に
従
っ
て
糖
を
抽
出
し
，
果

肉
中
の

糖
を

分
析

し
た

。
果
肉
10
gを

電
子
レ
ン
ジ
で
約
1分

間
熱
処
理
し
た
後
，
80％

エ
タ
ノ
ー
ル
を
加
え
摩
砕
し

た
。

そ
の

後
，

0．
1N　

NaOHで
中
和
し
，
遠
心
分
離
（
4500xg，

7分
間
）
後
上
澄
み
を
回
収
し
た
。
こ
の
操
作
を

再
度
行
な
い
，
得
ら
れ
た
上
澄
み
を
合
わ
せ
減
圧
乾
固
し
，
蒸
留

水
で

定
量

し
た

。
定

量
後

の
試

料
は

メ
ン

ブ
レ

ン
フ

ィ

ル
タ
ー
（
ADVANTEC，

Cellulose　
Acetate　

O．
45μ

m）
で

ろ
過

し
，

分
析

試
料

と
し

た
。

糖
の

分
析

は
高

速
液

体
ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
（
カ
ラ
ム
；
10．

7mm×
300mm，

充
填
剤
；
Wakobeads　

T－
131，

カ
ラ
ム
温
度
；
60

℃
，

移
動

相
；

10－
4
NN
aO
H，

流
量

；
02
5m
l／

min）
に

よ
り
行
な
っ
た
。

H　
結

果

　
供
試
品
種
の
各
糖
含
量

の
変

化
を

第
7図

に
示

し
た

。
い

ず
れ

の
品

種
も

未
熟

期
に

お
い

て
，

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

と
フ

ル
ク

ト
ー

ス
が

主
な

糖
成
分
で
あ
っ
た
。
TH17お

よ
び
‘
幸

水
’
で
は
8月

10日
ま
で
フ
ル
ク
ト
ー
ス
は
増
加
す
る

も
の

の
，
い
ず
れ
の
品
種

と
も

成
熟

期
に

は
減

少
し

た
。

ス
ク

ロ
ー

ス
は

，
各

品
種

と
も

未
熟

期
に

は
ほ

と
ん

ど
存

在

し
て
お

ら
ず

，
TH17お

よ
び
‘
幸
水
’
で
は
8月

10日
頃
よ
り

，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
8月

21日
頃
よ
り
増
加
し

始
め
た
。
そ
の
後
各
晶
種

と
も

著
し

く
ス

ク
ロ

ー
ス

が
増

加
し
，

成
熟

期
に

は
い

ず
れ

の
品

種
に

お
い

て
も

糖
の

中
で

一
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第
8図

　
成
熟
期
に
お
け
る
供

試
品

種
の

糖
組

成

最
も

高
い
含
量
と
な
っ
た
。

グ
ル

コ
ー

ス
は

未
熟

期
に

お
け

る
蓄

積
量

が
少

な
く

，
さ

ら
に

成
熟

す
る

に
っ

れ
て

徐
々

に
減

少
し

，
TH17及

び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
，
成
熟
期

に
は
検
出
で
き
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
し
た
。
成
熟
期

に
お

け
る

供
試

品
種

の
糖
組
成
を
第
8図

に
示
し
た
。
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
ス
ク
ロ
ー
ス
が
最
も
多
く
，
次
い

で
フ
ル

ク
ト

ー
ス

，
ソ

ル
ビ
ト
ー
ル
，
グ
ル
コ
ー
ス
の
順
と
な

っ
た
。
ス
ク
ロ
ー
ス
は
，
TH17で

は
糖
全
体
の
約
77

％
，

‘
お

さ
二

十
世

紀
’
で
は
61
％
，
‘
幸
水
’
で
は
4
1％

を
占
め
た
。

皿
　
考

察

　
果

実
に
集
積
す
る
糖
は

，
そ

の
種

類
や

品
種

に
よ

り
異

な
る
こ

と
が

知
ら

れ
て

お
り

，
リ

ン
ゴ

で
は

フ
ル

ク
ト

ー
ス

が
ま

た
，
モ
モ
に
お
い
て
は

，
ス

ク
ロ

ー
ス

が
主

た
る

集
積

糖
で

あ
る

が
，

品
種

・
系

統
で

差
異

が
あ

る
。

ナ
シ

に
お

い
て

は
，
梶
浦
ら
（
1979）

は
ナ

シ
で

も
フ

ル
ク

ト
ー

ス
，

ス
ク

ロ
ー

ス
及

び
ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
含

量
は

品
種

に
よ

り
差

が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
梶
浦
ら
（
1979）

は
成
熟
期
の

糖
組

成
か

ら
，

ス
ク

ロ
ー

ス
蓄

積
型

，
ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
蓄
積

型
，

フ
ル

ク
ト

ー
ス
蓄
積
型
，
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
中
聞

を
中
間
型
と
分
類
し
て
お
り
，
本
実
験
で
供
試
し
た

‘
お

さ
二
十
世
紀
’
は

ス
ク
ロ
ー
ス
蓄
積
型
に
，
　
‘
幸
水
’

は
ス

ク
ロ

ー
ス

蓄
積

型
と

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

蓄
積

型
の

中
間

型
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
本

研
究

に
お

い
て

も
調

査
し

た
成

熟
期

の
ス

ク
ロ

ー
ス

含
量

は
品

種
間

で
か

な
り

の
差

が
み

ら
れ

，
TH17は

親
品
種
で

あ
る

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

及
び

‘
幸
水

’
の

ス
ク

ロ
ー

ス
含

量
を

上
回

り
77％

を
占

め
た

。

ま
た

TH17は
梶

浦
ら

（
1979）

が
最
も
ス
ク
ロ
ー
ス
含
量
が

多
い
と
報
告
し
た
‘
長
十
郎
’
よ
り
も
そ
の
含
量
が
多

い
こ

と
か
ら
，
ス
ク
ロ
ー
ス

蓄
積

型
の

典
型

的
な

品
種

で
あ

る
と

こ
と

が
示

唆
さ

れ
，

他
の

品
種

と
な

っ
た

食
味

を
示

す
一
因
と

思
わ

れ
た

。
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鴫
灘；影診

〆ン

第
2節

　
糖

代
謝

関
連

酵
素

の
経
時
的
変
化

1
　
材

料
及

び
方

法

　
本

学
附

属
農

場
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
TH17，

‘
お
さ
二
十
世
紀
’
及
び
‘
幸
水
’
を
供
試
し
た
。
7月

中
旬
か
ら

9月
中

旬
ま

で
経

時
的
に
果
実
を
採
取
し
，
Yamakiら

（
1989）

の
報
告
を
参
考
に
以
下
の
方
法
に
従
っ
て
酵
素
の

抽
出

及
び

精
製

を
行
な
っ
た
。

　
（
り
　
NAD一

依
存

性
ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
脱

水
素

酵
素

（
NAD－

SDH）

　
果
実
5
0
g
（
g
．

f
．
w．

）
を
10

mM
　
L（

十
）
－
Ascorbic　

Ac輌
d，

1mM　
Dithiothreitol（

DTT）
，

不
溶

性
PVP

（
0．

1
g
／

g
．
　
f
．
w
．
）
を
含
む
0．

2M
　
K－

p
hos

p
hate　

buffer（
pH7．

8）
中
で
摩
砕
し
た
。
そ
の
後
遠
心
分
離

（
30，

000xg，
20min，

0℃
）

し
，

そ
の

上
澄

み
を
Sephadex　

G－
25カ

ラ
ム

を
用

い
て

フ
ェ

ノ
ー

ル
性

化
合

物
を

除
去
し
た
。
得
ら
れ

た
タ

ン
パ

ク
質

分
画

に
硫

酸
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
（

80％
飽

和
）

を
徐

々
に

加
え

て
タ

ン
パ

ク
質

を
沈

澱
さ

せ
た

後
，
遠

心
分

離
（

30，
000xg，

20min，
0℃

）
し
た
。
沈
澱
物
は
少
量
の
1mM　

DTTを
含
む
0．

01M

T
r
i
s
－
HC
I
　
b
u
ffer（

pH
7．

2）
を
加
え
溶
解
し
，
1mM　

DTTを
含

む
0．

01M　
Tr三

s－
HCI　

buffer（
pH7．

2）
中

で
4
℃
で
一
晩
透
析
し
た
。
透
析
後
の
試
料
は
0．

01M　
Tris－

HCI　
buffer（

pH8．
0）

で
あ

ら
か

じ
め

平
衝

化
し

た

D
E
A
E
－
Se
p
h
a
r
o
seに

吸
着
さ
せ
，
0．

2M　
KCIを

含
む
0．

01M　
Tris－

HCI　
buffer（

pH7。
2）

で
溶

出
さ

せ
た

。

得
ら

れ
た

酵
素
分

画
は

セ
ン

ト
リ

コ
ン

で
濃

縮
し

た
の
ち
，
－
80℃

で
保
存
し
，
分
析
試
料
と
し
た
。
NAD－

SDH

活
性
の
測
定
は
次

の
方

法
に

従
っ

た
。

反
応

液
の

組
成
は

30mM　
Tris－

HCI　
buffer（

pH9．
6）

，
1mM　

NAD＋
，

2
35
mM
　

sorbitolと
し
，
こ
の
反
応
液
に
試
料
0．

1m1を
加
え
L5m1と

し
，
30℃

で
30分

間
反
応
さ
せ
た
の
ち
，
分

光
光

度
計

但
立

U－
2000型

ダ
プ
ル
ビ
ー
ム
分
光
光
度

計
）
で
340nmの

吸
光
度
を
測
定
し
た
。

　
（
2）

ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
酸
化
酵
素
（
SO

X）

　
果
実
5
0
g
（
g
．

　
f．

w．
）
を
10mM　

L（
十
）
－
Ascorbic　

Acid，
1mM　

DTT，
0．

3％
Triton　

X－
100を

含
む

0
．

1
M
　

K－
p
h
os
p
ha
t
e
　
b
u
ff
e
r
（
p
H
7．

0
）
中
で
摩
砕

し
，
そ
の
後
遠
心
分
離
（
30，

000xg，
20min，

0℃
）
し
た
。

残
渣

を
10mM　

L（
十
）
－
Ascorbic　

Ac三
d，

1mM　
DTT，

1MNaClを
含
む
0．

1M　
K－

phosphate　
buffer

（
pH7．

0）
中

で
再

び
摩

砕
し

，
遠

心
分

離
（

30，
000xg，

20min，
0℃

）
し

た
。

両
上

澄
み

を
混

合
し

，
硫

酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
（
8
0％

飽
和
）
を
徐
々
に
加
え
て
タ
ン
パ
ク

質
を

沈
澱

さ
せ

，
遠

心
分

離
（

30，
000xg，

20min，
0℃

）

し
た

。
沈

澱
物
は
少
量
の
1mM　

DTTを
含
む
0．

01M
　
Tris－

HCI　
buffer（

pH7．
0）

を
加
え
溶
解
し
，
1mM

D
T
T
を

含
む

0．
0
1
M　

Tr
i
s
－
｝
IC
I
　
bu
f
fe
r
（
pl
｛
7．

0）
中
で
4℃

で
一
晩
透
析
し
た
。
透
析
後
の
試
料
は
一
80℃

で
保

存
し

，
可

溶
型
soxの

分
析

試
料

と
し

た
。

ま
た

遠
心

分
離
後
の
残
渣
は
，
1mM　

DTTを
含
む
o。

01M　
Tris－

HCI　
buffer（

pH7．
0）

中
で
4℃

で
～
晩
透
析
し
た

。
透
析
後
の
残
澄
は
一
80℃

で
保
存
し
，
結
合
型
SOXの

分
析

試
料

と
し

た
。
SOX活

性
の

測
定

は
次

の
方

法
に

従
っ

た
。
反
応
液
の
組
成
は
59mM酢

酸
buffer（

pH4．
0）

，

235mM　
sorbito1と

し
，

こ
の

反
応

液
に

試
料

0．
1mlを

加
え

1．
5m1と

し
，

30℃
で

2時
間

反
応

さ
せ

た
の

ち
煮

沸

し
て
反
応
を
止
め
た
。
こ
れ
を
遠
心
分
離
し
，
上
澄
み
0．

2mlに
対

し
，

0．
6mM　

NADP＋
，

　
L　

4mM　
ATP，

5．
5

mM　
MgCl2，

9u
ni
乞
He
xi
ok
in
as
e（

f
rom　

Yeast）
（
オ
リ
ェ
ン
タ
ル
酵
母
）
，
4．

5uniも
G6PD｝

1（
from

Y
e
as
t
）

（
オ

リ
エ

ン
タ
ル
酵
母
）
を
含
む
28
m
M　

T
ris

－
HCI　

buffer（
pH7．

5）
を
加
え
1．

7mlと
し
，
30℃

で
30分

間
反
応
さ
せ
た
の

ち
，

分
光

光
度

計
で

340nmの
吸

光
度
を

測
定

し
た

。

一
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（

3
）

イ
ン

ベ
ル

タ
ー

ゼ

　
果

肉
5
0gを

SOXと
同
様

の
方

法
で

抽
a］

し
，

透
析

後
の

試
料
を
可
溶
型
イ
ン
ベ
ル
タ
ー
ゼ
の
分
析
試
料
に
，
残

渣
を

結
合
型
イ
ン
ベ
ル
タ

ー
ゼ

の
分

析
試

料
と

し
た

。
イ

ン
ベ
ル

タ
ー

ゼ
活

性
の

測
定

は
次

の
方

法
に

従
っ

た
。

反
応

液
の
組

成
は
5
9m
M
酢
酸
b
u
ff

er
（
pH5．

0）
，
7
0m

M　
Sucroseで

，
こ

の
反

応
液

に
試

料
0．

1mlを
加

え
1．

5m1と
し

，

3
0
℃

で
20

分
間
反
応
さ
せ
た

の
ち

煮
沸

し
て

反
応

を
止

め
た

。
以

下
は

SOX活
性

の
測

定
方

法
と

同
様

に
行

っ
た

。

　
（

4
）

ス
ク

ロ
ー

ス
合

成
酵
素
（
S
S）

　
果

肉
5
0
g
（

g
．

f
．

w
．

）
を
1
0
m
M
　
L
（
十
）
－
As
c
o
rbi

c
　
A
c
id，

1mM　
DTT，

　
PVP（

0．
1g／

gf．
w．

）
を
含
む
02

M
K
－

p
hosphate　

buffer（
pH7．

8）
中

で
摩

砕
し

た
。

そ
の
後

遠
心

分
離

（
30，

000xg，
20min，

0℃
）

し
，

上

澄
み
を

1
m
M
　
DT
T
を
含
む
0．

01M　
Tr輌

s－
HC

I　
buffer（

pH7、
0）

中
で

一
晩

透
析

し
た

。
透

析
後

の
試

料
は

一
80

℃
で
保

存
し

，
分

析
試

料
と
し
た
。
SS活

性
の
測
定
は
Roeの

方
法
に
従
い
生
成
さ
れ
る
ス
ク
ロ
ー
ス
を
間
接
的
に
検

出
し

た
。
反
応
液
の
組
成

は
151nM　

HEPES－
KOH　

buffer（
pH8．

5）
，

15mM　
Fructose　

2　
mM　

UDPG，
5m

MMgCl2で
，

こ
の

反
応

液
に
試
料
0．

1mlを
加
え
て
L2mlと

し
，
30℃

で
20～

30分
間
反
応
さ
せ
た
の
ち
，
0．

25

m
l
に

対
し
0．

4N　
NaOHを

0．
25ml加

え
20分

間
煮

沸
し

た
の

ち
，

0．
1％

ア
ル

コ
ー

ル
ー

レ
ゾ

ル
シ

ノ
ー

ル
（

95％

エ
タ

ノ
ー
ル
に
レ
ゾ
ル
シ
ノ

ー
ル

0．
1gを

溶
解

）
0．

5mlと
30％

HCI　
1．

5mlを
加

え
80℃

で
正

確
に

8分
間

反
応

さ

せ
た

の
ち
急
水
冷
し
，
分

光
光

度
計

で
490nmの

吸
光

度
を

測
定
し

た
。

H　
結

果

　
（
1
）
　
N
A
D
－
S
D
H活

性

　
NAD－

SD
H活

性
は

，
い

ず
れ

の
品

種
の

お
い

て
も

未
熟

期
に
高
い
活
性
を
示
し
た
が
，
成
熟
す
る
に
っ
れ
て
活

性
は

低
下
し
た
（
第
9図

）
。

そ
の

中
で

‘
幸

水
’

は
最

も
高

い
活

性
を

示
し

，
THI7と

　
‘

お
さ

二
十

世
紀

’
は

，
ほ

ぼ
同
程

度
の

活
性

と
な

っ
た
。
ま
た
，
‘
幸
水
’
で
は
，
7月

31日
を
最
高
に
そ
の
後
8月

21日
に
か
け
て
急
激
に
活

性
が

低
下
し
て
お
り
，
‘
お

さ
二

十
世

紀
’

に
お

い
て

も
，

生
育

期
間

を
通

じ
て

活
性

は
低

下
し

続
け

た
。

し
か

し
，

TH17は
，

7月
21日

か
ら
8月

2
1日

ま
で
同
程
度
の
高
い
活
性
を
維
持
し
続
け
，
そ
の
後
急
激
に
低
下
し
た
。

　
（
2）

SOX活
性

　
SOX活

性
は

測
定

し
た

4酵
素
中
最
も
低
い
活
性
を
示
し
た
（
第
9図

）
。
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
お
よ
び
‘
幸
水
’

は
生

育
期
間
を
通
じ
て
著

し
い

活
性

の
変

化
は

み
ら

れ
ず

，
活

性
そ

の
も

の
も

低
く

推
移

し
た

。
一

方
，

TH17は
，

他
の
2品

種
と

は
異

な
り
未
熟
期
に
活
性
が
高
く
，
成
熟
す
る
に
っ
れ
て
低
下
し
た
。
成
熟
期
に
は
い
ず
れ
の
品
種
も

同
程

度
の

活
性

を
示

し
た
。

　
（

3）
イ

ン
ベ

ル
タ

ー
ゼ
活
性

　
イ
ン

ベ
ル
タ
ー
一
ゼ
活
性
は
，
未
熟
期
に
高
い
活
性
を
示
し
た

（
第

10図
）

。
TH17お

よ
び

‘
幸

水
’

で
は

成
熟

す
る

に
っ
れ
て

活
性

が
著

し
く
低
下
し
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
は
7月

31日
か
ら
8月

21日
ま
で
ほ
ぼ
同
程
度
の
活
性

を
維
持
し

，
そ

の
後

や
や

低
下
す
る
も
の
の
，
他
の
2品

種
ほ
ど
の
著
し
い
活
性
の
低
下
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
成

熟
期

に
は
TH17が

最
も
活
性

が
低

く
，

‘
お

さ
二

十
世

紀
’

お
よ

び
‘

幸
水

’
と

比
較

し
明

か
な

差
が

認
め

ら
れ

た
。

　
（
4
）
　
S
S
活
性

　
S
S
活
性
は
い
ず
れ
の
品
種

と
も

未
熟

期
に

活
性

は
低

く
，

成
熟

期
に

高
い

活
性

を
示

し
た

（
第

10図
）

。
な

か
で

も

TH
17は

，
‘

お
さ

二
十

世
紀
’
お
よ
び
‘
幸
水
’
に
は
み
ら
れ
な
い
著
し
い
活
性
上
昇
が
認
め
ら
れ
，
3品

種
中
最
も

高
い
活

性
で

成
熟

期
ま

で
推
移
し
た
。
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
は

TH17と
比
較
す
る
と
生
育
後
期
か
ら
成
熟
期
の
SS活

性
は
低

い
も
の
の
‘
幸
水
’
と
比
較
し
た
場
合
高
い
活
性
で
推
移

し
た

。
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第
9
図
　
供
試
品
種
に
お
け
る
各
酵
素
活
性
の
経
時
的
変
化

㍍
．

口
　
考

察

　
ナ
シ
の
転
流
糖
で

あ
る

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

は
，

果
実

内
で

糖
代

謝
関

連
酵

素
に

よ
り

フ
ル

ク
ト

ー
ス

，
グ

ル
コ

ー
ス

，

ス
ク
ロ
ー
ス
な

ど
の

糖
に

転
換

さ
れ

る
。

森
口

ら
（

1990）
は

，
モ

モ
で

は
NAD－

SDH活
性

が
弱

く
，

む
し

ろ

SOX活
性

が
成

熟
す
る
に
っ
れ
て
上
昇
す
る
こ
と
か
ら

，
こ
の
酵
素
が
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
の
転
流
に
関
し
て
重
要
な
酵

素
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

一
方

ナ
シ

に
お

い
て

は
は

NAD－
SDH活

性
が
高
い
こ
と
か
ら
，
転
流
し
て
き
た
ソ
ル
ビ

ト
ー

ル
は

お
も
に
こ
の
NAD－

SDHに
よ
り
優
先
的
に
フ
ル
ク
ト
ー
ス
に
転
換
さ
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
イ

ン
ベ

ル
タ

ー
ゼ

活
性
は
未
熟
期
に
高
く
，
成
熟
す
る
に
っ
れ
て
減
少
す
る
こ
と
，
SS活

性
は
‘
長
十
郎
’
な
ど
の
ス

ク
ロ

ー
ス

蓄
積

型
品

種
で

は
成

熟
期

に
上

昇
す

る
と

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
本
研
究
に
お
い
て
も
NAD－

SDH活

性
は

，
S
OX
よ

り
高
い
活
性
を
示
し
て
お
り
，
ま
た
前

節
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
フ
ル
ク
ト
ー
ス
と
比
較
し
て
グ
ル
コ

ー
ス
が
極
め
て
少

な
い

こ
と

か
ら

も
ナ

シ
果

実
に

お
い

て
は

ソ
ル

ビ
ト

ー
ル

が
主

に
フ

ル
ク

ト
ー

ス
に

転
換

し
て

い
る

と
思
わ
れ
た
。
ま

た
TH17は

他
の

2品
種

と
は

異
な

り
生
育

後
期

ま
で

高
い

NAD－
SD｝

｛
活

性
を

維
持

し
て

お
り

，

果
実
へ
の
糖
の
取
り

込
み

，
す

な
わ

ち
高

い
糖

含
量

を
示

す
一

因
と

思
わ

れ
た

。
本

実
験

に
お

い
て

イ
ン

ベ
ル

タ
ー

ゼ

活
性

は
，

未
熟

期
に
活
性
が
高
く
成
熟
す
る
に
っ
れ
て

減
少
し
，
逆
に
SS活

性
は
，
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
活
性
が
高

く
な
り
，
糖
組
成

の
変

化
と

一
致

し
た

動
き

で
あ

っ
た
。

従
っ

て
，

こ
れ

ら
の

活
性

の
変

化
が

成
熟

期
に

み
ら

れ
た

ス

ク
ロ
ー
ス
の
蓄
積

の
一

因
と

考
え

ら
れ

た
。

中
で

も
TH17に

お
い

て
イ

ン
ベ

ル
タ

ー
ゼ

活
性

が
最

も
低

く
，

　
SS活

性

が
特
異
的
に
高
い

こ
と
，
一
方
‘
幸
水
’
は
SS活

性
の
上

昇
が

少
な

い
こ

と
が

，
　

TH17と
　

‘
幸

水
’

と
の

明
か

な
食

一
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味
の

差
の

大
き

な
原

因
と
考
え
ら
れ
た
。
以
上
の
結
果
よ
り

TH17は
，
自
家
和
合
性
，
黒
斑
病
抵
抗
性
を
合
わ
せ
持

っ
と
い
う
優
れ
た
形
質
を
持

っ
と

同
時

に
，

既
存

の
品

種
に

は
み

ら
れ

な
い

高
い

ス
ク

ロ
ー

ス
蓄

積
能

力
を

持
っ

た
系

統
で

あ
り
，
優
れ
た
食
味
を
有
す
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
貴
重
な
遺
伝
資

源
と

し
て

の
評

価
も

で
き

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

摘
要

　
本
研
究
は
自
家
和
合
性

・
黒

斑
病

抵
抗

性
を

有
し

さ
ら

に
高
い

食
味

を
有

す
る

ニ
ホ

ン
ナ

シ
新

品
種

を
育

成
す

る
た

め
‘

お
さ
二
十
世
紀
’
を

母
父

本
と

し
た

ニ
ホ

ン
ナ

シ
系

統
選

抜
を

行
う

た
め

，
そ

れ
ら

の
樹

体
・

果
実

の
特

性
を

明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

ま
た

，
遺

伝
子

マ
ー

カ
ー

を
用

い
た
同

定
法

に
よ

り
こ

れ
ら

系
統

の
同

定
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
遺
伝
資
源
と
し
て
の

評
価

を
行

う
た

め
，

こ
れ

ら
系

統
の

S因
子

型
の

半
碇

と
果

実
の

糖
蓄

積
機

構
の

検
討

を
行

っ

た
。

得
ら
れ
た
結
果
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1．
果
実

品
質

を
調

査
し

た
結
果
青
ナ
シ
で
は
早
生
の
TH32，

　
TH37と

中
生
の
TH　

6が
，
ま
た
赤
ナ
シ
で
は
早
生

　
の

TH　
9，

中
生

の
TH17が

有
望
な
系
統
と
思
わ
れ
た
。
中

で
も
TH17は

‘
豊
水
’
及
び
‘
幸
水
’
よ
り
明
ら
か

　
に

高
い
食
味
を
示
し
た

こ
と
か
ら
，
最
も
有
望
な
贔
種
と
思
わ

れ
た

。

2．
各
系

統
の

ア
イ

ソ
ザ

イ
ム

分
析

並
び

に
DNA分

析
を

行
な
っ
た
結
果
い
ず
れ
も
同
定
可
能
で
あ
り
，
品
種
保
護

　
に

有
効
な
手
法
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
。

3
．
各
系

統
を

用
い

た
交

配
試

験
の

結
果

S
因

子
は

T
H
　

6
が

S2
S
4sm

，
　

TH17が
S4sm　

S　
5，

　
TH42が

S4sm　
S　

5と
推

定

　
さ

れ
た

。
ま

た
T
H
　

3
は

S、
sm

　
s
、

s
mで

あ
り

，
極

め
て

貴
重

な
遺

伝
資

源
で

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

4．
TH17は

，
極

め
て

高
い

NAD－
SD
H及

び
SS活

性
を

持
っ
こ
と
が
そ
の
高
い
ス
ク
ロ
ー
ス
蓄
積
能
力
と
優
れ
た

　
食
味
を
示
す
一
因
と
思

わ
れ

た
。

ま
た

こ
の

こ
と

か
ら

優
れ
た

食
味

を
有

す
る

ニ
ホ

ン
ナ

シ
の

貴
重

な
遺

伝
資

源
と

　
し

て
の
評
価
も
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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